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SITC-R1 のデータは報告年が 1962 年から 2003
年まで存在するが、このうち 1962 年から 1975
年までがSITC-R1で報告された期間で、変換さ
れていないオリジナルデータである。同様に





までは HS で報告されているが、HS から
SITC-R3に変換されたデータを使っている。 
「複合改訂版」による指数を実現するために、




























連鎖型の場合、1975 年の基準年は 1976 年であ
る。本来、1976 年はR2 の期間であるので基準





























年が R2 で、1975 年は R1 のデータしかないた
め、このままだと指数を作成できず1975 年で指
数連が途切れてしまう。そのため、本来の指数
の改訂時期の 1975/1976 年から 1 年遅らせて、
1976/1977年を改訂版の切れ目とみて処理する。








年が 1975 年であるため 1975 年と同じ R1 デー
タを使う必要がある。1975年を基準年として使
うのは1976年から1980年までの5年間あるの
































報告年が 1996 年から 2000 年までは全て 1995
年を基準年として指数が作成されているが、報
告年ごとに採用される SITC 品目は異なってい























2.4  指数連の接続性の向上 
 
 連鎖型は1年ごと、固定型は5 年ごとに作成
した指数を接続して指数連にする。ある年の指
数が作成できずに欠損値となると、それ以降の
年は指数連が接続できなくなる。特に米国の機
械類などがそのために接続できなくなっていた。
ひとつの方法として、作成できなかった年の指
数を100として（変化がなかったものと仮定し
て）指数連を接続することができる。今回その
ように変更して指数連を作成した。これにより
指数連の接続性が向上した。 
しかし作成できなかった年の指数が基準年と
比較して変化なしと仮定するのは強すぎる仮定
であるという意見もあり、今後調整方法を別途
検討する必要がある。 
 
おわりに 
 
 指数作成における今後の課題を以下に列挙す
る。（１）今回の改訂でどの程度不規則変動を抑
制できたのかの定量的な評価、（２）各国政府が
公表している指数との比較による評価、（３）指
数の欠損部分を他の指数などから評価して補う
手法の確立、（４）HS系列を含めた複数の商品
分類改訂版を接続した指数作成、（５）幾何平均
指数、トルンクビスト指数など、偏りのより少
ない指数の推計（６）指数の変動の分布から偏
りの大きなデータを除外する「刈り込み平均指
数」法による採用データの選択。 
  
